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臺中州れ山坑 12. 6. 3夺多數 
2. Teiragnatha japmiea B . et 1906 韦サダタアシチガグモ 
裘中か 14ヒ扣坑12•另 • 30 交タ タ數 
8. Teiragnatha aracilis 沒 toliczk み1869 す 

遠中州化山巧 12. 5. 30 9 2 (幼） 

ん Araneiis dehaanii Doleschall, 1859 ミツカドホニグモ 
盞中师]ヒ山巧 1 交も 3 军] 

5. Araneas scvlloides B . et S ., 1906 サツマノ ミダサシ 
«中州化出坑技も 3 91 (非常に大?^ 

疚 Araiope keyserlingi Karsch, 187をムシバミコガネ 
臺中測化山巧 12. 氏19 4 

7. Nephila ma だ 01 at ん (Fabric! us, .1793) •'T ダラ ず hi クウ グホ 

襄中巧粗溪12, 5. 25宅多數 t 幼） 

高唯州恒蕾巧. 8 • 9 4 (が） 

8. Stizwma orienialis Kishida スズミグ带 

臺中が化山巧 12. 5. 30 9 鎌 (幼） 

9* GoMeraeantha huhlii L . Koch , 1833 トゲグモ 
盡中州化山坑 12. 6•み9 2 

10. At a yr odes miniacev£ (Doleschall, 1857) アカキサフラフグモ 

高躁州恒春 15- ん一 • C マダラデョラウグモの網に寄生）孕2 
1し Dolomedes higemga Kishida »1912ヒゲ ナガハシ リグ モ 
藝中州化12•目 • 30 S 孚多數 

愛媛縣產ずミハグモの一新種 
八木'沼健夫 

昭和巧年11巧23日に S か保德巧にがり愛媛縣宇が島巿沿がのが林にて踩集さ 
れた蜘蛛の送附を受けたが，をの中•に輪:めて小形り成熟せるナミ八ダぉ3頭わ 



第 3 圖 

玉 . Bansaia nipponica の雄の觸肢 
2. Cybaeus Mellotieei の雄の觸肢 

P … 膝節 Ti … 腔節 C 長さの關係に注意 ) 



けが;） 


り，從來發 表 かられをる みろ a なが屬の何れのものに比しても非常に小さ < 形 
態的に も 之に該當する薇なく，爾來本穗に觸して調お研究を緻けて來を所，今 
回 之が新種なる事を認めこ、に記載する事にしを。和あは形の小さき事を意化 
し， 學あは S 巧巧:に捧げたも〇である。 

Cybaens mtyosii sp. iiov. 

ヒメナミハグモ（新瞬） 

模式標本上記.3頭は何れも成雌で，をの中の1を holotype とし他の2頭を 
para type とずる 0 11010け pe は筆者の標本 No. 325, paratype の1は No. 326 
として保管し，他は三が-巧にが管願 ふ 事とずる。 

測を （ ？ holotype) 單位 mm 


を長 

第1脚 

第 2脚 

第 S 脚 

第4脚 

3. 7 

い 

4. 0 

ふ4 

ん5 


色彩け holotype ) 背がは一株に黃踢色，放射溝に 沿つて2對の 淡黑い斑紋 
が あり，胸部の後方は間揀淡黑色の斑紋があるが不明臟古 ある0上 類 • 下•頸な 
び下替は渡い黄褐をで，下颖の巧前方及び下昏の前方は白をを呈し黑をのをを 
密生してねる。胸板は黃據をで黑をを散布し，步脚は輪紋を缺き黃褐色なるも 
-先端に到るにおひ祐たを增す〇腹部背厨は灰白を。地に白色の斑紋をあずるも 
地色淡き爲が紋は判然としない。 (paratype 〇 1 に地色の濃きものあり）む斑 
は 前方に小さきもの1對，後 ホに 稍々大きいもの3對あり，更に後ち に 形の不 
明瞭な斑紋が數對ある。下面も背面と殆ど同色であるが色淡し 0 性域はホ祐を 
を呈 する0 

形態（罕 holotype) 巧巧は長さ幅に優り第3 •第4ホ脚間にがて最腹。頭部は 
後方に高く，中窩は縱向きでI頸雜あび放射溝をちする〇眼は2列に並び前列 
は前お（一）後列は巧ど直線上に位置する。前側贩最も大きく，前中眼は致も 
小さい。前列服は五に撰近してゐるが直眼閒の距離は直眼•第1間服間の距離 
よりも小さい〇碟 • 3閒贩間。距離は築3 •第2の閒より僅かに猿い。巧1•第3 
の距離は第 3 閒眼閒の距離よりも大である0映はすべて黑をの地の上にあり， 
中眼域は下底 >上 底の梯形で長さ>輪である。額は度い。上韻の前习 •- 堤には3 
本の大きな樓をちし中央のものが教大，後ず堤にはやはり3本の大きな鹤と之 





(VoO ) 


に薇く数本の小觀がある〇下顯は略々平巧で長さは皆の2化より小さく，の 
慨は前ホで稍々接近し先端は斜に切截されてねる。前そ最も福廣<中央で狹 
<なり再び外側に突出て茲部に細<終る。下庭は幅，畏さに優り横に授い梯形 
で下顯の半みにも達せず。下替の前方は少し凹む。胸板は長さ幅田を々等しく， 
前端は巧截狀で I な端は尖る。瓣2脾問嚴も廣し。步脚は第4脚最長で.第い 
第3 •な r ! とに次ぐ。脚端には3本の爪を有し上巧には魄を列生ずる。を卿〇 
膛•跡節に闲阳を有し，第 I •第2の隨•脈にはを々2 • 2 • 2,辨3•第4は 
少しす規化’に S 列する0蛛沈は前说搔近し後沈は前裙よりも短く1節でをる。 
閒化は化跡的なもので認め雞い。 

備考ホ種は Cubaei は MdloUSa が inoiO に似てわるが歩脚に輪紋なく，下韻 
の懦の廣い點により區別し得る0义體.を及び步脚に輪紋なき點により Cyhaetfs 
ielricu. <('. L. Koc し）に | なるも服の酷巧成び上顯のす堤晒の數を異にし眷结に 
識别し得る。更に賄禮の小形なる事と epigynuni 仍形に依り Cy しル j,us 屬の他 
の何れのものとも明かに區別する事が出がる。 


カバキコマチグモの寄生蜂 
イワタツツベ，ツカフバチに就いて 

關口晃 一 

1 •まへ が ま 

筆者が昨夏 （ 1 ぅ 40 ) 輕か澤千か溝！の淺閒高原生物啡究所に滯をや陳集した蜘 
蛛類多足載に就いては旣に報吿したところであるうミ，をの際觀察されをカバキ 
コマチグモ Chirdcahthrum japonicum Boseubcrg et StraiKl の寄生蜂に就い 
てはをの後を方面の御拨助により漸く嗎かにする聲を得たので，が、下么に關し 
て筆者の觀聚なび調査におり知り得をことを簡單に記して置きたいと思ふ。穂 
々御面倒をぉ趙けした鳥島春尴巧，植村ネリ夫巧及び文献の惠與又は實與をの他 
に椿別なる便宜をおくした若西义二踞，をがな S ， 雜木等等の諸氏に厚く御禮 
ホ上げ度い。猶本觀難げ阔聯常太郞巧の御厚意にがつて上記研究所に滯お中な 




